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周
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ふ
る
さ
と
芸
能

志
木
の



志
木
市
市
制
施
行
５０
周
年
を
機
に

お
囃
子
の
魅
力
を
一
冊
に
ま
と
め
ま
し
た
。

こ
の
先
５０
年
、
１００
年
と
志
木
の
歴
史
と
伝
統
あ
る
お
囃
子
が

誇
り
と
共
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

志
木
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長
　大
村
相
基
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、
１００
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と
志
木
の
歴
史
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伝
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あ
る
お
囃
子
が

誇
り
と
共
に
受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
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ま
す
。

志
木
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長
　大
村
相
基

志
木
の
ふ
る
さ
と
芸
能
発
刊
に
よ
せ
て

　
市
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
に
あ
た
り
、

『
志
木
の
ふ
る
さ
と
芸
能
』
が
発
刊
さ
れ
ま
す
事

に
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
内
の
各
所
に
残
る
郷
土
芸
能
、
そ
の
価
値

を
実
行
委
員
会
の
皆
様
に
評
価
頂
き
、
ご
尽
力

に
よ
り
刊
行
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
私
達
に
と
っ
て
そ

の
意
義
は
大
き
く
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
神
輿
と
共
に
発
展
し
た
志
木
市
の
伝
統
芸
能
、

お
囃
子
や
踊
り
で
盛
り
上
げ
る
だ
け
で
は
な
い
魅

力
が
各
団
体
の
持
つ
里
神
楽
に
は
あ
り
ま
す
。

　
浦
安
の
舞
を
含
む
多
種
多
様
な
芸
能
を
こ
の

冊
子
を
契
機
に
先
人
の
思
い
を
後
世
に
伝
え
る
べ

く
、
会
員
一
同
研
鑽
を
積
む
次
第
で
す
。

　
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
時
代
の
中
に
あ
っ
て
、

地
域
の
伝
統
文
化
芸
能
は
大
切
に
守
ら
れ
継

承
さ
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
志
木
市
で
は
、
「
お
囃
子
」
と
い
う
大
切
な
芸

能
文
化
が
明
治
時
代
よ
り
存
在
し
、
現
在
は
、

志
木
市
郷
土
芸
能
団
体
連
合
会
市
之
瀬
初

男
会
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
９
つ
の
地
域

で
今
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
に
も
支
え
ら
れ
、
し
っ

か
り
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
、
「
志
木
の
ふ

る
さ
と
芸
能
」
が
編
集
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
記
念
誌
が
、
郷
土
愛
護
の
気
持
ち
の
醸

成
と
魅
力
満
載
の
志
木
市
の
再
発
見
に
つ
な
が

る
こ
と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

志
木
市

郷
土
芸
能
団
体
連
合
会

会
長  
市
之
瀬 

初
男

志
木
市
長香

川 

武
文
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志
木
市
郷
土
芸
能
団
体
連
合
会
の
紹
介

　
志
木
の
囃
子
の
ル
ー
ツ
は
葛
西
囃
子
で
あ
り
、
江
戸

よ
り
中
山
道
や
川
越
街
道
を
経
て
伝
わ
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
が
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
新
河
岸
川
舟
運
の

船
頭
よ
り
伝
わ
っ
た
説
が
最
有
力
で
、
志
木
市
に
現
在

9
団
体
の
囃
子
連
が
存
在
す
る
の
も
理
解
で
き
ま
す
。

（
昭
和
初
期
に
は
12
団
体
存
在
し
た
と
の
話
も
あ
り

ま
す
）
志
木
の
囃
子
も
曲
名
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
内
容

は
変
化
し
て
お
り
、
各
囃
子
連
独
特
の
曲
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
囃
子
に
あ
わ
せ
て
踊
る
舞
は
、
基
は
里
神
楽
舞
で
す

が
、
一
連
の
農
作
業
が
題
材
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
種
ま
き
・
草
刈
・
代
掻
き
・
田
植
え
・
田
の
草
取
り
・

田
廻
り
・
穂
ば
ら
み
・
稲
刈
り
・
脱
穀
・
粉
挽
き
等
を

面
白
お
か
し
く
舞
い
ま
す
。

志
木
の
お
囃
子

　
『
栄
枯
盛
衰
』腕
自
慢
の
花
形
囃
子
連
。

そ
れ
が
突
然
の
離
脱
、理
由
は
奏
者
が
倒
れ
代
え
が
い
な

い
。高
齢
化
や
後
継
者
難
は
郷
土
芸
能
団
体
共
通
の
問
題

と
い
う
気
運
か
ら
、今
後
を
見
据
え「
平
成
８
年
９
月
」市
内

11
団
体
で
連
合
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
9
団
体
に
な
り
ま
し
た
が
、伝
統
文
化
の
継
承
、担

い
手
の
育
成
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■
加
盟
団
体

	

市
場
は
や
し
連

	

大
塚
囃
子
連

	

上
町
囃
子
連

	

久
保
囃
子
保
存
会

	

宿
組
囃
子
連
保
存
会

	

舘
地
区
伝
統
芸
能
浦
安
の
舞
保
存
会

	

中
野
囃
子
連

	

宗
岡
下
組
囃
子
連

	

宗
岡
中
組
囃
子
連
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市
場
は
や
し
連

　
明
治
初
期
に
は
存
在
し
て
お
り
、
明

治
中
期
に
、
東
京
の
小
松
川
よ
り
引
又

河
岸
に
働
き
に
来
て
い
た
船
頭
の
三
上

松
五
郎
よ
り
葛
西
囃
子
を
習
得
し
た
が

大
正
末
期
に
途
絶
え
る
。

　
現
在
の
お
囃
子
は
、
当
時
の
市
場
の

囃
子
を
受
け
継
い
で
い
た
、
富
士
見
市

水
子
の
城
ノ
下
囃
子
連
よ
り
昭
和
47
年

に
伝
授
す
る
。                                                       

　
現
在
は
、
夏
祭
り
に
向
け
て
毎
年
町

内
の
小
学
生
が
祭
り
に
楽
し
く
参
加
し

て
も
ら
え
る
よ
う
お
囃
子
、
踊
り
を
指

導
し
て
い
る
。

■
系
統
・
流
派

	

江
戸
囃
子
系 

神
田
囃
子

■
発
足
年
月

	

昭
和
48
年

■
曲
目

	

屋
台
、
仁
羽
、
子
守
唄
、

	

仕
丁
目
、
鎌
倉

■
演
目

	

獅
子
舞
、
天
狐
、

	

お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ
、
外
道

■
主
な
活
動

	

1
月
　
敷
島
神
社 

歳
旦
祭
（
隔
年
）

	

7
月
　
敷
島
神
社
祭
典

	

　
　
　
敬
老
会
、
介
護
施
設
等

■
活
動
拠
点

	

本
町
市
場
地
区

	
	

（
市
場
町
内
会
館
）

■
練
習
日

	

週
一
回
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明
治
24
年
、
尾
崎
吉
五
郎
、
高
野

新
太
郎
、
大
野
藤
五
郎
ら
が
三
芳
町

竹
間
沢
よ
り
伝
授
を
受
け
た
と
い
う

が
、
現
存
の
小
太
鼓
に
は
安
政
6
年

（
1
8
5
9
）
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
発

足
は
そ
の
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
中
断

し
た
時
期
が
あ
り
明
治
中
期
に
再
興
さ

れ
た
。

　「
重
松
（
じ
ゅ
う
ま
）
流
」
を
本
源
と

す
る
「
神
田
ば
や
し
」
で
あ
る
。

■
系
統
・
流
派

	

江
戸
囃
子
系 

重
松
流

	

三
芳
町
竹
間
沢
よ
り
伝
授

■
発
足
年
月

	

明
治
24
年

■
曲
目

	

昇
殿
、
鎌
倉
、
仁
羽
、
四
丁
目
、

	

屋
台
、
中
の
切
り
、
神
田
丸

■
演
目

	

獅
子
、
狐
、
外
道

	

お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ

■
主
な
活
動

	

1
月
　
獅
子
舞

	

7
月
　
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

	

　
　
　
舘
氷
川
神
社
祭
礼

■
活
動
拠
点

	

大
塚
町
内
地
区

	
	

（
大
塚
町
内
会
館
）

■
練
習
日

	

行
事
前
一
か
月
間

	
	

火
・
金
曜
日

大
塚
囃
子
連
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昭
和
44
年
上
町
地
区
在
住
の
有
志
に

よ
り「
上
町
天
狗
囃
子
連
」と
し
て
発
足
。

　
現
在
は
、
40
歳
代
が
中
心
と
な
り
伝

統
芸
能
を
継
承
し
て
い
く
と
共
に
新
し

い
事
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
く
活

気
の
あ
る
団
体
で
あ
る
。

　
ま
た
、「
子
供
は
や
し
」
に
も
力
を

入
れ
て
お
り
、
伝
統
芸
能
を
身
近
に
感

じ
体
験
す
る
こ
と
で
自
分
た
ち
の
住
む

街
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
る
。

■
系
統
・
流
派

	

江
戸
囃
子
系 

神
田
囃
子

	

宿
組
囃
子
連
保
存
会
よ
り
伝
授

■
発
足
年
月

	

昭
和
44
年
4
月

■
曲
目

	

仁
羽
、
屋
台
囃
子
、
四
丁
目
、

	

鎌
倉
、
ね
ん
ね
こ

■
演
目

	

獅
子
舞
、
天
狐
、
外
道
、

	

お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ

■
主
な
活
動

	

1
月
　
敷
島
神
社 

歳
旦
祭
（
隔
年
）

	

7
月
　
田
子
山
富
士 

山
開
き

	

7
月
　
敷
島
神
社
祭
典

■
活
動
拠
点

	

本
町
上
町
地
区

	
	

（
上
町
町
内
会
館
）

■
練
習
日

	

毎
月
第
一
、
第
三
土
曜
日

	
	

	
	

午
後
七
時
～

上
町
囃
子
連
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現
東
久
留
米
市 

神
山
八
軒
よ
り
伝
授
。

　
神
山
流
を
根
源
と
す
る
神
田
囃
子
で

あ
る
。

　「
神
山
︵
こ
う
や
ま
)ば
や
し
」
と

も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
近
年
継
承
者
不
足
に
よ
り
活
動
を
休

止
す
る
期
間
も
あ
っ
た
が
、
活
動
を
支

え
る
後
継
者
と
し
て
数
名
加
わ
り
、
地

域
全
体
で
も
伝
統
芸
能
を
守
っ
て
い
こ

う
と
盛
り
上
が
っ
て
い
る
団
体
で
あ
る
。

■
系
統
・
流
派

	

神
田
囃
子 

神
山
流

	

東
久
留
米 

神
山
八
軒
よ
り
伝
授

■
発
足
年
月

	

明
治
初
年

■
曲
目

	

仁
羽
、
屋
台
、
乱
拍
子

■
演
目

	

獅
子
舞
、
天
狐
、

	

ひ
ょ
っ
と
こ
、
お
か
め

■
主
な
活
動

	

7
月
　
久
保
の
夏
ま
つ
り

■
活
動
拠
点

	

幸
町
久
保
地
区

	
	

（
久
保
共
励
館
）

■
練
習
日

	

月
一
回

久
保
囃
子
保
存
会
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お
囃
子
の
は
じ
ま
り
は
、
明
治
7
、

8
年
頃
、
宿
組
八
坂
神
社
で
の
お
囃
子

の
奉
納
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
里
神
楽
は
芝
居
仕
立
て
の
内
容
と

な
っ
て
お
り
、「
三
番
叟
(五
人
囃
子
)」

「
獅
子
が
ま
い
」
な
ど
で
あ
る
。

　
幅
広
い
年
代
の
参
加
者
に
お
い
て
、

囃
子
、
里
神
楽
を
伝
承
し
て
い
る
。

　
新
作
な
ど
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

■
系
統
・
流
派

	

江
戸
囃
子
系 

神
田
囃
子

■
発
足
年
月

	

明
治
初
期
頃

	

保
存
会
は
昭
和
44
年

■
曲
目

	

仁
羽
、
屋
台
囃
子
、
四
丁
目
、
鎌
倉

	

数
え
唄
、
ね
ん
ね
こ
、
き
つ
ね
つ
り

■
演
目

	

三
番
叟
と
五
人
囃
子

	
�

天
狐
、
獅
子
舞
、
獅
子
が
ま
い
、
銭
拾
い

	

お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ
他

■
主
な
活
動

	

4
月
　
天
神
社
例
大
祭

	

7
月
　
八
坂
神
社
祭
礼

	

7
月
　
敷
島
神
社
祭
典

	

　
　
　
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
活
動
拠
点

	

中
宗
岡
天
神
社
社
務
所

■
練
習
日

	

毎
週
水
曜
日
、
金
曜
日

志
木
市
無
形
民
俗
文
化
財

宿
組
囃
子
連
保
存
会
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明
治
41
年
に
は
じ
ま
り
一
度
は
途
絶

え
た
が
、昭
和
52
年
富
士
見
市
水
子
「
石

井
囃
子
保
存
会
」よ
り
伝
授
、復
活
し
た
。

　
現
在
は
、
小
学
生
か
ら
70
歳
代
ま
で

幅
広
い
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
、
他
の
囃

子
団
体
と
の
交
流
も
積
極
的
に
行
な
っ

て
い
る
。

　
ま
た
、
正
月
に
は
獅
子
舞
で
町
内
を

回
る
な
ど
地
域
の
伝
統
芸
能
を
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
組
み
を
し

て
い
る
。

■
系
統
・
流
派

	

江
戸
囃
子
系 

神
田
囃
子

	
�

富
士
見
市
水
子
石
井
囃
子
保
存
会
よ

り
伝
授

■
発
足
年
月

	

昭
和
52
年

■
曲
目

	

仁
羽
、
仕
丁
目
、
屋
台
囃
子

■
演
目

	

獅
子
、
狐
、
お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ

■
主
な
活
動

	

1
月
　
舘
氷
川
神
社
元
旦
祭

	
	

（
大
塚
・
久
保
・

	
	

	

中
野
・
城 

年
次
交
代
）

	

1
月
　
獅
子
舞
(中
野
・
柏
町
内
会
)

	

7
月
　
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
活
動
拠
点

	

中
野
町
内
会
館

	
	

（
ク
ラ
ブ
中
野
）

■
練
習
日

	

毎
週
水
曜
日

中
野
囃
子
連
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大
正
期
発
足
。

　
明
治
初
期
に
原
形
は
あ
っ
た
が
、
大
正
末

期
に
大
宮
市
遊
馬
出
身
の
金
子
嶽
吉
の
紹

介
で
、
大
熊
兼
助
、
木
下
芳
太
郎
、
荒
井
市

太
郎
ら
が
こ
の
地
よ
り
伝
授
を
受
け
た
。

　
下
ノ
宮
氷
川
神
社
を
拠
点
と
し
宗
岡
五

区
、
六
区
が
中
心
で
あ
り
、
小
学
生
、
中
学

生
が
元
気
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
元
小
学
校
で
郷
土
の
歴
史
、
伝

統
芸
能
等
を
題
材
に
社
会
科
授
業
の
一
環

で
講
義
を
行
う
な
ど
文
化
伝
統
の
継
承
に

も
熱
心
で
あ
る
。

■
系
統
・
流
派

	

江
戸
囃
子
系

	

大
宮
遊
馬
(現
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
)

	
	

	
    �

  

よ
り
伝
授

■
発
足
年
月

	

大
正
期

■
曲
目

	

屋
台
、
仁
羽

■
演
目

	

お
か
め
、
ひ
ょ
っ
と
こ
、
狐
、
獅
子

■
主
な
活
動

	

1
月
　
下
ノ
宮
氷
川
神
社 

元
旦
祭

	

5
月
　
下
ノ
宮
氷
川
神
社 

春
祭
礼

	

7
月
　
下
ノ
宮
八
坂
神
社
祭
礼

	

　
　
　
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
活
動
拠
点

	

下
ノ
宮
氷
川
神
社 

社
務
所

	
	

       

（
宗
岡 

五
区
、
六
区
）

■
練
習
日

	

祭
礼
一
か
月
前
よ
り
毎
週
日
曜
日

宗
岡
下
組
囃
子
連
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中
組
囃
子
連
は
、
昭
和
51
年
発
足
。

　
宗
岡
三
区
を
中
心
に
活
動
し
て
お
り
、 

毎
年
「
産
財
八
坂
神
社
祭
礼
」、「
郷
土

芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
等
で
活
躍
中
。

現
在
、
会
員
数
も
増
え
熟
練
者
と
若
い

力
で
頑
張
っ
て
い
る
。

　
お
神
楽
で
は
、
伝
統
芸
能
の
基
礎
で

あ
る
「
四
方
固
め
」「
カ
ン
カ
ン
ノ
」

「
蝶
々
ト
ン
ボ
」
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
子

供
た
ち
に
伝
授
し
て
い
る
。

■
系
統
・
流
派

	

江
戸
囃
子
系 

神
田
囃
子

	
�

お
囃
子
・
宿
組
囃
子
連
保
存
会
よ
り
伝
授

	
�

踊
り
・
富
士
見
市
水
子 

新
井
氏
よ
り
伝
授

■
発
足
年
月

	

昭
和
51
年

■
曲
目

	

屋
台
囃
子
、
仁
羽
、
鎌
倉
、

	

四
蝶
目
、
ね
ん
ね
こ

■
演
目

	

獅
子
舞
、
天
狐
、
お
か
め
、

	

ひ
ょ
っ
と
こ
、
だ
ん
な
踊
り

■
主
な
活
動

	

7
月
　
産
財
八
坂
神
社
祭
礼

	

7
月
　
敷
島
神
社
祭
典

	

　
　
　
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

	

8
月
　
宮
戸
神
社
祭
礼
（
朝
霞
市
）

■
活
動
拠
点

	

産
財
氷
川
神
社
境
内
（
宗
岡
三
区
）

■
練
習
日

	
�

行
事
二
か
月
前
よ
り
毎
週
土
曜
日
、

日
曜
日

宗
岡
中
組
囃
子
連
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舘地区伝統芸能「浦安の舞」 保存会について 

浦安の舞について

舘
地
区
伝
統
芸
能
浦
安
の
舞
保
存
会

「天地の神にぞ祈る朝なぎの海のごとくに波たたぬ世を」

　昭和 8 年昭和天皇御製をもとに昭和 15 年、皇紀 2600 年を奉祝し
て時の宮内省楽長・多忠朝 ( おおのただとも ) 氏により作曲振付された
のが「浦安の舞」で、昭和 15 年 11 月 10 日午前 10 時に全国の神社
で一斉に奉納されました。
　今日では、神前神楽の代表的な一つとして多くの神社で盛んに舞わ
れています。
　浦安とは心安らかという意味で、古く我が国が浦安の国とも呼ばれ
たのは、風土が美しく平和な国であったからです。
　この舞は、正式には十二単を身にまとった 4 名の神舞姫 ( みこ ) が扇
と鈴とを手に舞うもので、前半の舞扇は祝いの象徴である檜扇 ( ひおう
ぎ ) の、要 ( かなめ ) を中心に豊かに開けゆく中心帰ーの世界を表現し
ています。
　後半の鈴舞は、三種の神器を象った鈴を手に舞い、
その清らかな音色が万物を浄め、美しい響きが神と
人との心のふれあい、喜びを意味しています。
　舘氷川神社では、2 月中旬の祈念祭・4 月
11 日の例大祭・11 月中旬の新嘗祭の祭典
に奉納されています。

　浦安の舞は、紀元 ( 皇紀 ) 2600 年に当たる昭和 15 年 11 月 11 日
に舘氷川神社記念行事として奉納され、その後神社における神事の一
環として執り行われましたが、戦後新憲法に基づく信仰の自由の中で
は、宗教色が払拭され伝統芸能として継承されてきました。

　平成 18 年財団法人伝統文化活性化国民協会が、伝統文化こども教室
の助成事業を行っていることを機会に、その助成対象の適格性を得る
ため、宗教法人の組織より独立し、地域住民の幅広い協力並び支援を
得てさらなる普及発展を願い、終わりなき継承を図るため、任意団体
舘地区伝統芸能「浦安の舞」保存会が創設されました。
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編
集
後
記

4
月	
舘
氷
川
神
社  

奉
納
演
舞	

(

伝
統
芸
能
浦
安
の
舞
保
存
会)

	

宗
岡
天
神
社  

例
大
祭	

(

宿
組
囃
子
連
保
存
会)

7
月	

宿
組
八
坂
神
社
祭
礼	

(

宿
組
囃
子
連
保
存
会)

	

下
ノ
宮
八
坂
神
社
祭
礼	(

宗
岡
下
組
囃
子
連)

	

産
財
八
坂
神
社
祭
礼	

(

宗
岡
中
組
囃
子
連)

	

敷
島
神
社
祭
典		

(
市
場
は
や
し
連)

				





(
上
町
囃
子
連)

				





(

宿
組
囃
子
連
保
存
会)

	

郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

				





(

大
塚
囃
子
連)

				





(

中
野
囃
子
連)

				





(

宗
岡
下
組
囃
子
連)

				





(

宗
岡
中
組
囃
子
連)

				





(

伝
統
芸
能
浦
安
の
舞
保
存
会)

	

久
保
の
夏
ま
つ
り	

(

久
保
囃
子
保
存
会)

11
月	

舘
氷
川
神
社  

奉
納
演
舞	
(

伝
統
芸
能
浦
安
の
舞
保
存
会)

1
月	

元
旦
祭
・
歳
旦
祭

	       


下
ノ
宮
氷
川
神
社	(

宗
岡
下
組
囃
子
連)

	       


敷
島
神
社		
(

市
場
は
や
し
連)

				





(

上
町
囃
子
連)

	       


舘
氷
川
神
社	

(

伝
統
芸
能
浦
安
の
舞
保
存
会)

	

獅
子
舞

	       


中
野
・
柏
町
地
区	(

中
野
囃
子
連)

	       


大
塚
町
内
地
区	

(

大
塚
囃
子
連)

2
月	

舘
氷
川
神
社		


(

伝
統
芸
能
浦
安
の
舞
保
存
会)

	

旧
村
山
快
哉
堂

	

「
雛
の
つ
る
し
飾
り
と
お
囃
子
」	(

各
団
体 

持
回
り)	

志
木
市
郷
土
芸
能
団
体
連
合
会
会
員
参
加
行
事

写真提供	 志木市郷土芸能団体連合会
		  志木ニュータウンみこしの会
		  志木市
�
参考文献	 埼玉の祭り囃子Ⅶ・志木市郷土誌

監  修		  志木市教育委員会

編集 発行	 志木市制施行 50 周年記念事業実行委員会
協  力		  志木市郷土芸能団体連合会

発  行		  令和 3 年 2 月

問合せ先	 志木市教育委員会 教育政策部 生涯学習課（048-473-1111）

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
郷
土
の
伝
統
、
文
化
に
触
れ

て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
記
念
公
演
「
ふ
る
さ
と

芸
能
の
つ
ど
い
」
が
企
画
さ
れ
、
舞
台
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
と
し
て
本
誌
の
制
作
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
に
世
界
中
で
流
行
し
た
未
曾
有
の
感

染
症
の
影
響
を
う
け
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

に
な
る
中
、「
ふ
る
さ
と
芸
能
の
つ
ど
い
」
も
例
外

で
は
な
く
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
先
人
の
思
い
と
共
に

志
木
に
残
る
郷
土
の
文
化
、
民
俗
芸
能
の
魅
力
を

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て

こ
の
土
地
、
地
域
を
愛
す
る
皆
さ
ん
へ
伝
え
る
ア

イ
テ
ム
と
し
て
本
誌
を
発
行
で
き
た
こ
と
を
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

�
志
木
市
制
施
行
50
周
年　

記
念
事
業
実
行
委
員
会

�

上
町
囃
子
連　

坂
本
勉
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お
は
や
し
豆
知
識

　

日
本
人
は
叙
情
的
な
農
耕
民
族
で
、月
に
酔
い
、花

に
酔
い
、宴
に
酔
い
、舞
に
酔
い
、酔
う
と
い
う
こ
と
に

対
し
て
寛
容
な
文
化
が
あ
り
ま
す
。

　

神
話
で
は
、天
照
大
神
が
天
の
岩
戸
に
隠
れ
ら
れ
た

時
、御
神
の
心
を
動
か
し
、お
出
ま
し
を
祈
る
神
事
と

し
て
、天
の
岩
戸
の
前
で
宴
を
開
き
ま
し
た
。

そ
の
時
お
も
し
ろ
お
か
し
く
舞
わ
れ
た
の
が
お
神
楽

（
か
ぐ
ら
）で
す
。

　

お
神
楽
に
は
宮
中
で
行
う
御
神
楽
と
、民
間
で
行

う
里
神
楽
が
あ
り
ま
す
。

　

里
神
楽
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
獅
子
神
楽
・
巫

女
神
楽
が
あ
り
、獅
子
神
楽
は
、獅
子
舞
で
、唐
か
ら

伝
わ
っ
た
神
楽
で
す
。一
人
で
獅
子
頭
を
付
け
て
舞
う

獅
子
舞
は
、鎌
倉
時
代
に
生
ま
れ
ま
し
た
。巫
女
神
楽

は
、巫
女
が
鈴
を
持
っ
て
舞
う
も
の
で
、現
在
も
各
神

社
で
目
に
す
る
雅
楽
で
す
。 

　

神
楽
に
は
、笛
・
太
鼓
・
鉦
が
付
き
物
で
、お
囃
子
や

歌
舞
伎
は
神
楽
か
ら
庶
民
好
み
に
変
化
し
た
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

祭
り
囃
子
は
、江
戸
時
代
の
葛
西（
江
戸
川
区
葛
西
）が
発
祥
の
地
と
言
わ
れ
て  

い
ま
す
。

　

昔
、葛
西
の
土
地
の
若
者
は
気
性
が
荒
く
手
が
付
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
の

を
、香
取
明
神
の
神
主
・
能
勢
環
が
笛
・
太
鼓
・
鉦
に
よ
る
囃
子
を
考
案
し
て
教
え
た

所
、す
っ
か
り
若
者
た
ち
は
夢
中
に
な
っ
た
。ま
た
、京
の
祗
園
囃
子
を
伝
習
し
た
香

取
明
神
の
神
主
・
能
勢
環
が
創
作
し
、代
官
伊
奈
半
左
衛
門
が
広
め
た
と
の
説
も
あ

り
ま
す
が
、何
れ
に
せ
よ
葛
西
が
囃
子
の
発
祥
の
地
で
あ
る
こ
と
は
定
説
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

宝
暦
3
年（
１
７
５
３
年
・
九
代
将
軍
徳
川
家
重
）の
こ
ろ
、こ
の
葛
西
の
囃
子
は

神
田
神
社(

神
田
明
神)

の
祭
に
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
が
、神
田
神
社
の
器
用
な
人
達

が
葛
西
の
囃
子
の
真
似
を
し
て
演
奏
し
た
の
が
、神
田
囃
子
の
発
祥
と
な
り
ま
し
た
。

（
神
田
明
神
の
祭
は
、神
輿
が
江
戸
城
内
に
入
れ
ま
し
た
。）

　

当
時
の
曲
目
は
、前
屋
台
・
昇
殿
・
鎌
倉
・
仕
丁
舞
・
玉
・
後
屋
台
・
投
遣
り
・
寿
獅

子
・
任
羽
で
あ
り
、笛
を
ト
ン
ビ
・
締
太
鼓
を
シ
ラ
ベ・
大
太
鼓
を
オ
ウ
ド
・
鉦
を
ヨ
ス

ケ
と
呼
び
、笛
一
人
・
締
太
鼓
二
人
・
大
太
鼓
一
人
・
鉦
一
人
の
五
名
で
演
奏
し
て
い
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
葛
西
囃
子
や
神
田
囃
子
は
、江
戸
の
大
名
や
旗
本
の
肝
い
り
で
、江
戸
よ

り
諸
街
道
を
曲
名
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
変
化
し
て
伝
わ
り
又
、そ
の
土
地
柄
に
よ
り

新
し
い
曲
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

近
く
の
川
越
は
、慶
安
4
年（
１
６
５
１
年
）松
平
信
綱
が
氷
川
神
社
に
神
輿
と
獅

子
頭
を
寄
進
し
て
以
来
、祭
り
囃
子
が
生
ま
れ
、盛
ん
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

■
お
神
楽
と
は
?

■
お
囃
子
の
ル
ー
ツ
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■
天
狐

　

天
狐
と
は
、
狐
た
ち
の
間
の

最
上
位
に
あ
た
る
存
在
の
呼
称

で
あ
る
。
千
年
生
き
る
と
な
れ

る
と
い
わ
れ
る
。

　

千
里
の
先
の
事
を
見
通
す
。

尾
の
数
は
九
尾
。
野
狐
、
気
狐

の
よ
う
に
悪
さ
を
す
る
こ
と
は

な
い
と
語
ら
れ
て
い
る
。

　

お
神
楽
で
は
、
キ
ツ
ネ
の
面

を
つ
け
、
主
に
「
屋
台
囃
子
」

で
踊
る
。

　

手
足
を
キ
ツ
ネ
の
よ
う
に
動

か
し
た
り
、幣
束
（
へ
い
そ
く
）

な
ど
を
持
っ
て
舞
う
。
太
鼓
の

キ
リ
に
合
わ
せ
て
、
切
れ
間
に

見
得
（
み
え
）
を
切
る
。

　

魔
除
け
、
五
穀
豊
穣
を
願
う

舞
で
あ
る
。

　

獅
子
が
頭
を
噛
む
と
邪
気
を

食
べ
て
く
れ
る
な
ど
の
ご
利
益

が
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
疫

病
退
治
や
無
病
息
災
で
元
気
に

過
ご
せ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

　

ま
た
、
獅
子
が
噛
み
付
く
か

ら
「
神
が
つ
く
」
な
ど
の
語
呂

の
良
さ
か
ら
縁
起
担
ぎ
の
意
味

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

市
内
の
お
囃
子
で
は
一
人
一

匹
の
獅
子
を
演
じ
る
「
一
人
立

の
獅
子
舞
」
が
主
で
あ
る
。

　
「
屋
台
囃
子
（
や
た
い
ば
や

し
）」、「
宮
昇
殿
（
み
や
し
ょ

う
で
ん
）」、「
鎌
倉
」
な
ど
で

踊
る
。

■
獅
子

　

ひ
ょ
っ
と
こ
は
、
口
を
す
ぼ

め
て
曲
げ
た
よ
う
な
表
情
の
面

の
こ
と
。 

　

面
を
付
け
た
人
は
頬
被
り
を

す
る
こ
と
が
多
い
。女
性
の「
お

か
め
」（
お
た
ふ
く
）
と
対
に

あ
つ
か
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

ひ
ょ
っ
と
こ
は
祭
礼
に
お
け

る
舞
い
や
踊
り
の
中
で
の
道
化

役
と
し
て
登
場
す
る
。

　
「
に
ん
ば
」
の
曲
で
踊
る
。

種
ま
き
、
鍬
（
く
わ
）
仕
事
を

表
現
し
て
み
せ
る
。

　

い
く
つ
か
の
踊
り
の
基
本
の

手
（
動
作
の
一
区
切
り
）
が
あ

り
、
そ
れ
を
基
に
個
人
で
工
夫

を
加
え
て
踊
る
。

■
ひ
ょ
っ
と
こ

　

お
か
め
は
、
古
く
か
ら
存
在

す
る
日
本
の
面
（
仮
面
）
の
一

つ
で
あ
る
。
丸
顔
、
鼻
が
低
く

丸
く
、
頭
が
小
さ
く
、
垂
髪
、

頬
が
丸
く
豊
か
に
張
り
出
し

（
頬
高
）
特
徴
を
も
つ
女
性
の

仮
面
で
あ
り
、
同
様
の
特
徴
を

持
つ
女
性
の
顔
に
つ
い
て
も
そ

う
呼
ぶ
。

　
「
に
ん
ば
」
で
手
踊
り
を
し

て
、「
鎌
倉
（
か
ま
く
ら
）」
で

お
化
粧
を
し
、
子
守
唄
で
子
ど

も
を
抱
い
て
寝
か
し
つ
け
る
仕

草
を
す
る
。
数
え
歌
で
は
、
毬

つ
き
や
扇
子
を
羽
子
板
に
し
て

羽
根
つ
き
を
し
ま
す
。
踊
る
姿

は
控
え
目
で
、
女
性
の
優
し
さ

を
醸
す
場
面
が
多
い
。

■
お
か
め
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志
木
の
神
輿

宿
組
狐
童
連

平
成
10
年
発
足

 

演
舞
神
楽
狐
童
は
古
く
か
ら
飢
餓
や
疫
病
の
蔓
延
を

恐
れ
五
穀
豊
穣
、天
下
泰
平
を
願
っ
て
演
じ
ら
れ
て
き

た
天
狐
の
舞
を
も
と
に
西
暦
二
千
年
を
記
念
し
創
作
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

 

天
狐
の
志
し
に
感
銘
を
受
け
た
村
の
沢
山
の
若
者
達

が
狐
童
と
し
て
従
い
、世
の
悪
行
に
挑
む
勇
ま
し
い
姿

を
迫
力
あ
る
踊
り
で
表
現
す
る
。

 

演
目
曲
で
あ
る「
四
丁
目
」「
玉
」を
、お
囃
子
の
軽
快

な
リ
ズ
ム
と
３
尺
の
桶
胴
太
鼓
の
響
き
が
合
わ
さ
り
舞

と
共
に
狐
童
の
世
界
観
を
創
造
し
て
い
る
。

志木の郷土芸能団体紹介

宿
組
の
神
輿

下
組
の
神
輿

敷
島
神
社 

二
之
宮

中
組
の
神
輿

敷
島
神
社 

一
之
宮

志
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
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杜
の
太
鼓

城
は
や
し
連

　

志
木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
夏
祭
で
誕
生

し
、盆
踊
り
・
学
校
運
動
会
・
郷
土
芸

能
祭
等
へ
の
参
加
、公
民
館
や
文
化
庁

事
業
の
太
鼓
教
室
開
催
な
ど
、幅
広
い

年
齢
層
の
会
員
が
地
元
に
密
着
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

踊
り
手
を
盛
り
上
げ
る
盆
太
鼓
、

２
尺
大
太
鼓
が
勇
壮
に
打
響
く
組
太

鼓
で
皆
様
に
喜
ん
で
頂
き
、元
気
を
お

届
け
す
る
と
と
も
に
、和
太
鼓
と
い
う

素
晴
ら
し
い
伝
統
文
化
の
伝
承
を
目

指
し
て
い
る
。

明
治
中
期
発
足

　

明
治
時
代
頃
か
ら
行
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
が
、正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら

な
い
。戦
後
神
楽
師
の
石
山
氏
か
ら
芝

居
を
教
わ
り
、祭
り
な
ど
で
芝
居
を
行

っ
た
こ
と
も
あ
る
。

匠
太
鼓

　

昭
和
61
年
に
匠
会
を
結
成
し
た

後
、山
田
流
太
鼓
の
資
格
を
も
つ
女
性

の
方
た
ち
な
ど
が
中
心
と
な
り
、匠
太

鼓
を
発
足
し
た
。

　
い
ろ
い
ろ
な
曲
に
あ
わ
せ
て
民
謡
太

鼓
、和
太
鼓
、面
太
鼓
、銭
太
鼓
等
を

演
奏
し
、市
民
文
化
祭
や
芸
能
祭
等

に
出
演
し
て
い
る
。

志
木
市
文
化
協
会
会
員

柳
太
鼓

昭
和
48
年
発
足

　

志
木
町
東
町
の
盆
踊
り
で
太
鼓
の

柳
沢
長
吉
氏（
蓜
島
典
水
氏
に
師
事
）

に
あ
こ
が
れ
た
若
者
が
集
ま
り
、昭
和

48
年
に
盆
太
鼓
集
団
が
結
成
さ
れ
た
。

志
木
市
文
化
協
会
会
員
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